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H
I
S
Uー
は
経
済
産

業
省
が
開
発
し
、
宇
宙
シ

ス
テ
ム
開
発
利
用
推
進
機

構
が
過
去
5
年
に
わ
た
り

運
用
し
て
き
た
日
本
初
の
査
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
校
正
は
、
内
部
光
源
校
正

衛
星
搭
載
型
多
波
長
（
ハ
野
で
応
用
が
期
待
さ
れ
て
の
で
き
な
い
小
型
衛
星
セ

イ

パ

ー

ス

ペ

ク

ト

ル

）

セ

い

る

。

ン

サ

ー

や

、

現

地

で

の

同

ン
サ
ー
で
あ
る
。

H
I
S

期
観
測
（
代
替
校
正
）
が

N
A
S
Aを
参
照

U
ー
は
可
視
域
か
ら
短
波

長
赤
外
域
ま
で
の
広
い
波
宇
宙
か
ら
高
品
質
な
ス

長
域
を
細
か
く
連
続
的
に
ペ
ク
ト
ル
を
得
る
に
は
、

観
測
で
き
る
。
観
測
波
長
セ
ン
サ
ー
出
力
の
校
正
・

数
が
限
定
さ
れ
て
い
る
従
検
証
が
通
常
の
セ
ン
サ
ー

来
の
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル
よ
り
も
シ
ビ
ア
に
求
め
ら

セ
ン
サ
ー
と
比
べ
、
地
表
れ
る
。
産
総
研
が
実
施
し

面
の
細
か
な
分
光
反
射
特
た
の
は
、
校
正
済
み
の
他

産
業
技
術
総
合
研
究
所
性
（
ス
ペ
ク
ト
ル
）
を
捉
の
衛
星
デ
ー
タ
を
リ
フ
ァ

（
産
総
研
）
は
、
国
際
宇
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
レ
ン
ス
（
参
照
）
と
し
、
こ

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
I
S
物
体
の
識
別
能
力
が
高
れ
を
同
時
期
に
同
サ
イ
ト

s

)

「
き
ぼ
う
」
に
搭
載
く
、
鉱
物
・
植
生
・
土
壌
で
撮
ら
れ
た
H
I
S
U
I

さ
れ
て
い
る
国
産
の
多
波
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
精
密
化
に
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
「
相

長
衛
星
セ
ン
サ
l
H
I
S
よ
る
資
源
探
査
・
環
境
調
互
校
正
」
で
あ
る
。
相
互

U
Iの
ス
ペ
ク
ト
ル
品
質

向
上
の
た
め
の
校
正
技
術

を
開
発
・
実
装
し
た
。

多
分
野
に
応
用

技術で
末

⑯ 

ー産絵•Illの挑戦一

衛
星
セ
）イ
サ
ー
相
互
校
正

相互校正により、
波長間偏差（スベクトルのがたつき）を抑制
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運
用
計
画
上
困
難
な
セ
ン
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

サ
ー
で
も
適
用
可
能
で
あ
に
優
れ
た
手
法
で
あ
る
。

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
衛
星
ミ
本
研
究
で
は
、
観
測
幅

ッ
シ
ョ
ン
に
対
応
で
き
る
が
広
く
、
ま
た
校
正
実
績

が
豊
富
な
米
航
空
宇
宙
局

(
N
A
S
A
)
の
中
分
解

能
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル
セ

ン
サ
ー

(
M
O
D
I
S
)

デ
ー
タ
を
リ
フ
ァ
レ
ン
ス

と
し
た
。
光
の
放
射
伝
達

過
程
や
地
表
で
の
反
射
過

程
を
モ
デ
ル
計
算
す
る
こ

と
で
、
セ
ン
サ
ー
の
波
長

応
答
や
空
間
分
解
能
が
大

き
く
異
な
る
H
I
S
U
I

と
の
相
互
校
正
を
可
能
に

し
た
。
結
果
、

H
I
S
u

I
の
多
波
長
間
の
整
合
性

が
大
き
く
向
上
し
、
ス
ム

ー
ズ
な
地
表
面
ス
ペ
ク
ト

ル
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
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っ

た

。

え

て

い

る

。

し

か

し

、

時

系
列
デ
ー
タ
の
品
質
管
理

や
他
デ
ー
タ
と
の
相
互

有

望

な

選

択

肢

、

近
年
で
は
、
主
に
国
が
比
較
可
能
性
の
調
査
は
十

主
導
す
る
多
数
の
衛
星
デ
分
で
な
い
。
本
研
究
手
法

ー
タ
が
無
償
公
開
さ
れ
て
は
、
こ
う
し
た
多
数
の
衛

お
り
、
民
間
企
業
が
主
導
星
デ
ー
タ
に
対
し
一
貫
し

す
る
「
高
解
像
度
・
高
頻
た
校
正
・
検
証
を
行
う
上

度
」
小
型
衛
星
セ
ン
サ
ー
で
も
有
望
な
選
択
肢
と
な

の
軌
道
上
で
の
運
用
も
増
る
。
（
木
曜
日
に
掲
載
）
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「社会課題解決のために衛星デー
タを使いつくす」をモットーに、 G
ISや機械学習による大規模衛星デ
ータ処理、ハイパースペクトルデー
タ解析、干渉SAR解析などを駆使
した環境・防災・農業などの課題解
決を推進する。企業・大学との共同
研究やコンサルティング業務、人材
育成にも取り組む。
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